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栃木県における外国人住民数の割合
（平成27年末）

国
人数

H27.12月末 H26.12月末 H27～H26

構成比 人数 増減数

6,576 人中　国 19.6 % 6,798 人 ▲ 222 人

4,122 人フィリピン 12.3 % 3,825 人 297 人

4,033 人ブラジル 12.0 % 4,163 人 ▲ 130 人

3,109 人ペルー 9.3 % 3,178 人 ▲ 69 人

2,690人ベトナム 8.0 % 1,773 人 917 人

（栃木県「平成27年末栃木県外国人住民数現況調査結果概要」より）

（栃木県「栃木県観光客入込数・宿泊数 推定調査結果」（平成23年）より作成）

（日本政府観光局（JNTO）「訪日外客訪問地調査」（平成22年）より作成）

（栃木県「平成27年末栃木県外国人住民数現況調査結果概要」より）

地域名
人数

H27.12月末 H26.12月末 H27～H26

構成比 人数 増減数

24,484 人アジア 73.0 % 22,067 人 2,417 人

7,730 人南米 23.0 % 7,937 人 ▲ 207 人

618 人北米 1.8 % 625 人 ▲ 7 人

323 人ヨーロッパ 1.0 % 302 人 21 人

392人その他 1.2 % 337 人 55 人
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栃木県に占める宇都宮市のシェア

宇都宮市 日光・鬼怒川

外国人宿泊者数および栃木県に占める宇都宮市のシェア
（「平成25年 宇都宮市観光振興プラン」より）

図１

訪日目的別の訪日外国人客の割合
（「平成25年 宇都宮市観光振興プラン 資料編」より）

図2

図3 地域別の構成（平成27年末）図4
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観
光
産
業
が
地
域
活
性
化
の
大
き
な
カ
ギ
で
あ
る
こ
と
は
、
本
誌
で
も
何
度
か
特
集

な
ど
で
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
観
光
は
地
域
活
性
化
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
の
傾
向
と
、
多
文
化
対
応

の
重
要
性
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
学
生
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
県
の
事
業
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の
対
応
が
、

地
域
発
展
の
キ
ー
ワ
ー
ド

こ
れ
か
ら
増
え
る

観
光
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル

　

こ
の
４
月
か
ら
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
３
年
間
、
栃
木
県
は
観
光
面

で
全
国
の
注
目
を
集
め
る
、
い
わ
ば

ホ
ッ
ト
な
県
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
平
成
34
（
２
０
２
２
）
年
に

は
、栃
木
県
で
国
民
体
育
大
会
（
国

体
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
か

ら
多
く
の
人
が
栃
木
県
に
集
ま
っ
て

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
約
５
年
間
、
栃
木
県

は
多
く
の
来
県
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
32
（
２
０
２
０
）
年
に
東
京
都

な
ど
で
開
催
さ
れ
る
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
交
通
の
便
も
良
く
開
催
地
に
近

い
栃
木
県
が
、
各
国
選
手
団
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
な

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
た
め
に
来
日
し
た
人
た
ち
が
、
世
界
的

な
名
所
で
あ
る
日
光
や
、
芸
術
家
を
輩
出
し
て
い

る
益
子
な
ど
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
へ
観
光

で
訪
れ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
栃
木
県

内
の
各
地
域
に
と
っ
て
、
観
光
面
で
の
チ
ャ
ン
ス
が

続
き
ま
す
。
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の

機
会
と
言
って
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

来
県
し
た
人
た
ち
に
き
ち
ん
と
魅
力
を
伝
え
、

再
び
来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
好
印
象
を
与
え
る

た
め
に
は
、
受
け
入
れ
る
地
域
の
〈
お
も
て
な
し

力
〉
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
海
外
か
ら

来
ら
れ
た
方
々
への
対
応
は
重
要
で
す
。

　

観
光
を
大
き
な
産
業
と
す
る
こ
と
は
、
政
府

の
方
針
で
も
あ
り
ま
す
。
観
光
に
力
を
注
ぐ
こ

と
で
、
経
済
効
果
だ
け
で
な
く
、
そ
の
過
程
で
の

地
域
の
魅
力
再
発
見
や
地
域
内
外
で
の
交
流
、

さ
ら
に
は
新
産
業
を
発
見
す
る
糸
口
と
な
る
こ

と
も
、
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。

外
国
人
観
光
客・

在
住
者
の
傾
向
は「
ア
ジ
ア
」

　
い
ま
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
、
す
な
わ
ち
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
で

す
。
地
域
経
済
活
性
化
の
要
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
増
加
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
現
状
に
つ
い
て
少
し
数
字
を
追
っ
て
見
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
の
観
光
振
興
プ
ラ
ン
（
平
成
25
年
策

定
）
に
よ
れ
ば
、
平
成
23
年
の
市
内
外
国
人
宿

泊
者
数
は
１
５
、１
９
２
人
。
こ
れ
は
日
光
市
に
次

い
で
高
い
数
字
で
す
。
ま
た
、
欧
米
系
（
北
米
、

ヨ
ー
ロッ
パ
）
の
来
訪
者
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
が
、

中
国
や
台
湾
な
ど
ア
ジ
ア
系
の
訪
日
客
も
決
し
て

少
な
い
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
図
１
）。

　

そ
の
目
的
は
、
県
内
全
体
で
は
観
光
が
飛
び

抜
け
て
い
ま
す
が
、
宇
都
宮
市
の
場
合
に
は
商
用

が
半
分
以
上
の
割
合
と
な
って
い
ま
す
（
図
２
）。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
観
光
振
興
プ
ラ

ン
で
は
「
訪
日
外
国
人
客
の
取
り
込
み
」
を
課

題
の
ひ
と
つ
に
取
り
上
げ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

振
興
や
ア
ジ
ア
系
観
光
客
の
誘
客
な
ど
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
栃
木
県
が
平
成
27
年
末
の
統
計
を
も

と
に
発
表
し
て
い
る
「
栃
木
県
外
国
人
住
民
数

現
況
調
査
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

国
籍
別
で
は
、
最
も
多
い
の
は
中
国
人
で
約

20
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で

約
12
％
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
も
ほ
ぼ
同
じ
12
％
と
な
って

い
ま
す
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
人
も
８
％
に
達
し
て
お

り
、ア
ジ
ア
系
の
多
さ
が
目
に
つ
き
ま
す
（
図
３
）。

地
域
別
の
構
成
を
見
て
も
、
ア
ジ
ア
地
域
か
ら

来
た
外
国
人
住
民
が
約
７
割
強
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
４
）。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
栃
木
県
全
体
で
も
宇
都

宮
市
で
も
、
観
光
客
は
欧
米
系
が
ま
だ
多
い
も

の
の
、
住
ん
で
い
る
の
は
ア
ジ
ア
系
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
が
分
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
別
の
外
国
人
住
民
数
を
見
る
と
、

宇
都
宮
市
が
約
８
、０
０
０
人
、
構
成
比
で
約

24
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ざ
っ
と
追
い
か
け
て
見
た
だ
け
で
、
観
光
客
だ

け
で
な
く
在
住
者
も
増
え
つつ
あ
る
こ
と
が
分
か

る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
外
国
人
」
と
言

う
時
、
つ
い
つ
い
欧
米
人
を
考
え
が
ち
で
す
。
観

光
客
だ
け
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
傾
向
は
確
か
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
在
住
し
て
い
る
外
国
人
は

多
く
が
ア
ジ
ア
系
で
あ
る
こ
と
も
重
視
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
在
住
外
国
人
が
快
適
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
え
ば
、
観
光
客
に
と
って

も
お
お
む
ね
快
適
な
街
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
在
住
者
が
親
族
や
友
人

た
ち
を
観
光
に
招
い
た
り
、
本
人
た
ち
も
帰
国

後
に
再
び
（
今
度
は
観
光
客
と
し
て
）
訪
れ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
「
平
成
27
年 

宇
都
宮
市
観
光
動
態
調

査 

報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
宇
都
宮
市
の

◎
観
光
客
入
込
客
数
は
約
１
、４
７
０
万
人
で
、

　

対
前
年
比
３・７
％
増
加

◎
宿
泊
者
数
は
約
１
５
２・
６
万
人
で
、

　
対
前
年
比
約
０・２
％
増
加

◎
外
国
人
宿
泊
者
数
は
７・
８
万
人
で
、

　

対
前
年
比
約
25・
１
％
増
加

で
す
。
こ
こ
か
ら
、
観
光
に
お
け
る
外
国
人
の
増

加
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
分
り
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
対
応
は

全
国
的
傾
向

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
傾
向
は
栃
木
県
や
宇

宇都宮大学のハラール研究会の活動（日本料理店でのハラールすき焼きの試食、葛生中学校長への表敬訪問）

宇
都
宮
市
で
も

外
国
人
観
光
客
が
増
加

多
文
化
対
応
と
地
域
活
性
化
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（富沢寿勇「食をめぐる異なる価値との共生」、長崎大学『多文化社会研究』Vo l. 2　２０１６より）

[Kittler,Sucher,Nelms(ends) Food and Culture 2004]

ADV : セブンスデイ・アドヴェンティスト信者
BUD : 仏教徒
EOX : 東方正教徒
H I N : ヒンドゥー教
JEW : ユダヤ教徒
MOR : モルモン教徒
MUS : イスラム教徒
RCA : ローマ・カトリック教徒
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世界の諸宗教における食文化規制の比較図5
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宇都宮大学名誉教授・
ハラール研究会 会長

 友松  篤信さん

都
宮
市
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
商
工
会
議
所
が
全
国
５
１
５
商
工
会
議

所
を
対
象
に
、
平
成
28
年
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
「
商
工
会
議
所
に
お
け
る
観
光
振
興
の
取

り
組
み
に
関
す
る
調
査
結
果
」
に
よ
れ
ば
、
観

光
客
入
込
数
に
つい
て
前
年
比
で
「
増
え
て
い
る
」

が
１
１
５
カ
所
（
22
・３
％
）、「
や
や
増
え
て
い
る
」

が
１
７
２
カ
所
（
33
・
４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
計
で
２
８
７
カ
所
、
55
・
７
％
の
商
工
会
議
所

が
「
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て

お
り
、
こ
れ
は
前
年
比
６・５
ポ
イ
ン
ト
増
で
す
。

　

そ
の
う
ち
外
国
人
観
光
客
に
つ
い
て
は
「
増
え
て

い
る
」
が
１
２
５
カ
所
（
24
・
２
％
）、「
や
や
増
え

て
い
る
」
が
１
６
１
カ
所
（
31
・
３
％
）。
合
計
で

２
８
６
カ
所
（
55
・
５
％
）
で
増
加
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
北
海
道
、
北
陸
信
越
、
関
東
の
３

ブ
ロッ
ク
で
は
６
割
以
上
の
増
加
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
観
光
客
対
応
は
全
国

的
に
地
域
の
課
題
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　

外
国
人
観
光
客
の
増
加
対
策
を
行
っ
て
い
る
商

工
会
議
所
の
割
合
は
、
全
体
の
約
35
％
。
ま
だ

３
割
強
で
す
が
、
そ
の
数
字
は
２
年
連
続
で
増
加

し
て
お
り
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
よ
う
で
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
に
つい
て
は
、

◎
接
客
対
応
に
関
す
る
講
座
の
開
催（
79
カ
所
）

◎
地
元
他
団
体
と
の
連
携
強
化（
68
カ
所
）

◎
多
言
語
表
記
対
応（
61
カ
所
）

な
ど
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
全
国
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
り

組
み
は
進
ん
で
い
ま
す
。
前
年
度
、
今
年
度
と
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
か
ら
、
や
が
て
多
く
の
商
工
会

議
所
で
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
間
違
い
あ
り

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の「
ハ
ラ
ー
ル
」

　
「
自
治
体
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
『
多
言
語
対
応
』。
私
は
、
そ
こ

か
ら
『
多
文
化
対
応
』
へ
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
宇
都
宮
大
学
名

誉
教
授
で
あ
り
ハ
ラ
ー
ル
研
究
会
会
長

で
も
あ
る
、
友
松
篤
信
さ
ん
。

　

宇
都
宮
大
学
に
は
、
ハ
ラ
ー
ル
研
究

会
の
学
生
会
員
が
運
営
す
る
サ
ー
ク
ル

団
体
「
宇
都
宮
大
学 

ハ
ラ
ー
ル
研
究

会 

学
生
の
会
」
が
あ
り
、
会
員
は
約

30
人
。「
常
時
集
ま
る
の
は
、
そ
の
半

分
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
」
と
友
松
名
誉

教
授
は
話
し
ま
す
。

　
「
ハ
ラ
ー
ル
」（H

alal

）
は
ア
ラ
ビ
ア

語
で
「
許
さ
れ
た
」「
合
法
的
な
」
と

い
う
意
味
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で
許

さ
れ
る
も
の
や
行
為
な
ど
を
さ
し
ま
す
。

日
本
で
も
最
近
で
は
し
ば
し
ば
耳
に
す

る
こ
と
ば
で
す
が
、
食
品
関
係
だ
け
を

念
頭
に
話
し
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
よ

う
で
す
。
実
際
に
は
日
用
品
や
化
粧
品
、
医
薬
品

に
も
ハ
ラ
ー
ル
に
抵
触
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、

生
活
や
信
仰
に
関
す
る
ハ
ラ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　

前
項
の
末
尾
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
宗
教
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
食
べ
物
が
あ
り

ま
す
。
生
活
全
般
を
考
え
れ
ば
、
も
っ
と
多
い
で

し
ょ
う
。
そ
う
いっ
た
文
化
面
・
宗
教
面
か
ら
来

る
制
限
を
理
解
し
、
対
応
す
る
こ
と
を
「
多
文

化
対
応
」
と
呼
び
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
の
場
合
、
日
本
の
文
化
習
慣
と
大

き
く
異
な
る
制
限
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

多
文
化
対
応
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
友
松

名
誉
教
授
に
ハ
ラ
ー
ル
や
多
文
化
対
応
に
つ
い
て
、

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
世
界
中
に
い
ま
す
が
、
日

本
で
は
ご
く
少
な
く
、
そ
の
た
め
に
ハ
ラ
ー
ル
対

応
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
特

に
東
日
本
は
ま
だ
ま
だ
対
応
途
上
で
す
」

　

イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
い
う
と
、
近
年
は
イ
ス
ラ
ム

原
理
主
義
の
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
な
ど
が
盛
ん
に

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
友
松
名
誉
教
授

は
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
は
異
な
っ
た
法
判
断
が
あ
り

ま
す
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
穏
健
派

で
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
い
う
と
中
東
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

ま
せ
ん
。

　

逆
に
、
取
り
組
ん
で
い
な
い
商
工
会
議
所
の
理

由
に
つい
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
上
位
に
上
が
っ

て
い
ま
す
。

◎
訪
日
観
光
客
が
少
な
い（
１
１
３
カ
所
）

◎
ハ
ー
ド
面
で
の
受
入
体
制
の
不
備（
１
１
０
カ
所
）

◎
ソ
フ
ト
面
で
の
受
入
体
制
の
不
備（
１
０
５
カ
所
）

　
「
ハ
ー
ド
面
で
の
不
備
」
は
、
具
体
的
に
は
イ

ン
フ
ラ
や
看
板
表
示
、Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
な
ど
で
す
。「
ソ

フ
ト
面
」
は
地
域
住
民
の
理
解
や
人
材
育
成
等

を
さ
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
受
入
体
制
の
不
備
に
つ
い

て
は
、
受
入
れ
取
り
組
み
内
容
で
も
上
位
に
上
が
っ

て
い
る
も
の
が
多
く
、
今
後
は
解
消
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ
う
。

　

地
域
に
よ
っ
て
ま
だ
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の
対
応
は
、
商
工
会
議
所

に
と
っ
て
も
重
要
な
事
業
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
宇

都
宮
商
工
会
議
所
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
分
野

で
す
。
大
企
業
は
と
も
か
く
、
中
小
企
業
に
と
っ

て
は
個
別
の
企
業
で
対
応
で
き
る
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
、
そ
の
支
援
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
、こ
れ
か
ら
も
行
って
行
く
予
定
で
す
。

避
け
て
通
れ
な
い「
多
文
化
対
応
」

　

さ
て
、
外
国
人
の
観
光
客
や
在
住
者
を
受
け

入
れ
る
際
に
、
最
も
大
き
な
問
題
は
言
葉
＝
多

言
語
対
応
で
し
ょ
う
。
近
年
、
観
光
地
で
の
多

言
語
対
応
（
複
数
言
語
に
よ
る
表
示
な
ど
）
は

進
ん
で
い
ま
す
が
、
宇
都
宮
市
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ

ス
都
市
で
は
逆
に
ま
だ
不
足
が
ち
で
あ
る
よ
う
で

す
。
今
後
の
対
応
が
急
務
と
な
って
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
受
入
体
制
が
必
要
な
こ
と
は
、
言

語
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

図
5
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
食
と
主
な
宗

教
と
の
対
応
表
で
す
。「
セ
ブ
ン
ス
デ
イ
・
ア
ド
ヴ

ェン
テ
ィ
ス
ト
」「
モ
ル
モ
ン
教
」
は
キ
リ
ス
ト
教
系

の
一
派
で
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
宗
教
的
な
理

由
か
ら
豚
肉
や
甲
殻
類
が
制
限
さ
れ
て
い
る
宗
教

が
多
い
こ
と
に
、
驚
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

宗
教
戒
律
で
食
事
が
制
限
さ
れ
る
（
ま
っ
た

く
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
、
一
部
許
容
さ
れ
る
も
の

も
含
め
て
）
こ
と
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
出
会

う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
は
世
界
的
に
珍
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
世

界
で
も
信
者
の
多
い
宗
教
の
ひ
と
つ
で
す
。
世
界

人
口
の
４
分
の
１
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
日
本
に
は
ま
だ
イ
ス
ラ

ム
教
徒
は
数
少
な
く
、
日
常
的
に
出
会
う
こ
と

も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

宗
教
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
菜
食
主
義
（
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
）
も
世
界
に
多
く
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
取
り
組
む
際
に
は
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
対
応

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が

あ
り
ま
す
。
本
格
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
増

加
さ
せ
る
に
は
、
多
文
化
対
応
は
避
け
て
通
れ
な

い
と
言
って
い
い
で
し
ょ
う
。

　

多
文
化
対
応
の
代
名
詞
と
も
な
り
つ
つ
あ
る
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
へ
の
ハ
ラ
ー
ル
対
応
。
そ
こ

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
へ
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
て
き
ま
す
。

多
文
化
対
応
が

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

「
宇
都
宮
大
学 

ハ
ラ
ー
ル
研
究
会
」

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
な
ど
、
ア
ジ
ア
圏
の
方
が

信
者
が
多
い
の
で
す
。
こ
ち
ら
の
地
域
で
は
穏
健

で
現
実
的
な
法
判
断
を
支
持
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
す
」

　

ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
は
、
年
々
増
加
し
て
お

り
、
宇
都
宮
市
で
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
本
格
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
取
り
組

む
の
で
あ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
圏—
特
に
イ
ス
ラ
ム

圏
の
観
光
客
誘
致
を
本
格
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と

が
、
不
可
欠
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
は
厳
格
な
戒
律
が
あ

り
、
生
活
習
慣
や
食
の
面
で
ハ
ラ
ー
ル
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
豚
肉
が
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
他
の
肉
で

も
、
異
教
徒
が
さ
ば
い
た
も
の
は
ダ
メ
な
の
で
す
。

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
御
法
度
な
の
で
、
料
理
酒
や

み
り
ん
な
ど
の
使
用
も
不
可
。
調
味
料
も
原
料
を

き
ち
ん
と
調
べ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
い
ろ
い
ろ
と
制
限
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
友
松

名
誉
教
授
は
プ
ラ
ス
面
を
強
調
し
ま
す
。

　
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
過
ご
し
や
す
い
環
境

を
整
え
れ
ば
、
多
く
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
期
待
で

き
ま
す
。
そ
れ
は
東
京
な
ど
の
大
都
市
だ
け
で

は
な
く
、
宇
都
宮
市
な
ど
地
方
都
市
で
も
同
じ

で
、
む
し
ろ
効
果
は
よ
り
大
き
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

ハ
ラ
ー
ル
対
応
、

第
一
歩
は
難
し
く
な
い

　
ハ
ラ
ー
ル
対
応
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
ハ
ラ
ー

ル
食
品
と
礼
拝
の
二
つ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
他
に
も

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
食
品
と
礼
拝
で
し
ょ
う
。

「宇都宮大学 ハラール研究会 学生の会」の会議
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地
域
課
題
解
決
に

学
生
た
ち
の
力
を
活
用

　

栃
木
県
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
性
化
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
「
大
学
・

地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」
が
あ
り

ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

事
業
は
、
そ
の
名
称
の
と
お
り
学
生
が
新
し
い

発
想
や
活
力
を
生
か
し
て
、
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
大
学
等
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。前
項
で
ご
紹
介
し
た「
多

文
化
対
応
型
宇
都
宮
市
観
光
案
内
シ
ス
テ
ム
の

開
発
」
も
、
こ
の
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
（
平
成
28
年
度
）。

　

こ
の
支
援
事
業
の
目
的
に
つ
い
て
、
栃
木
県

が
大
学
な
ど
教
育
機
関
に
送
っ
た
学
生
向
け
の

募
集
案
内
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。

　
「
栃
木
県
は
、
県
内
の
大
学
等
（
筆
者
注　

大
学
、
短
大
、
高
専
な
ど
の
県
内
高
等
教
育

機
関
）
で
学
ぶ
学
生
の
皆
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
、

若
者
の
新
し
い
発
想
や
活
力
を
生
か
し
て
、
地

域
が
抱
え
て
い
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
む
プ
ロ
ジェク
ト
を
支
援
し
ま
す
」

　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た
め
に
、
若

い
学
生
た
ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
て
も
ら

い
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
狙
い

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
「
問
題
点
を
発

見
し
、
そ
の
解
決
を
め
ざ
す
」
と
い
う
考
え
方

を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
、
県
で
は
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
課
題
の
発
見
と
そ
の
解
決
の
た
め

に
は
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
不
可
欠
で
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
中
で
、
地
域
と
の
交
流
を
深

め
て
、
互
い
に
理
解
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
地

域
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
、
県
で
は
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
実
は
も
う
ひ
と
つ
テ
ー
マ
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、活
動
を
通
じ
て
学
生
た
ち
に
地
域

（
栃
木
県
や
各
自
治
体
）
へ
の
理
解
を
深
め
愛
着

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、

卒
業
後
も
栃
木
県
に
定
住
し
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。

　
つ
ま
り
、

◎
学
生
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

◎
地
域
と
学
生
と
の
交
流

◎
地
域
課
題
の
発
見
と
解
決

◎
学
生
の
地
域
定
住

な
ど
が
、
こ
の
支
援
プ
ロ
ジェク
ト
で
期
待
さ
れ
る

効
果
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
生
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

定
住
促
進
も
期
待

　

こ
れ
ら
の
効
果
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
短
期

間
で
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
県
で
は
、

募
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
本
的
に
は
単
年
度
と
し

つつ
、
複
数
年
度
に
ま
た
が
る
も
の
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
申
請
・
採
択
は
単
年
度
ご

と
に
な
り
ま
す
）。

　

事
業
初
年
度
の
平
成
27
年
度
に
は
18
事
業
が

採
択
さ
れ
、
続
く
28
年
度
に
も
18
事
業
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
を
所
管
す
る
県
総
合
政
策
部
総
合
政
策

課
で
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
も
も
ち
ろ
ん
重

要
で
す
が
、
学
生
が
自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
解

決
す
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
に
、
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
狙
い
を
話
し
て
い
ま
す

　

同
時
に
県
で
は
、
年
2
回
報
告
会
を
開
催
し
、

地
域
で
の
実
践
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
専
門
家
を

講
師
に
招
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

学
生
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
視
野
を
広
め

て
も
ら
う
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
学
生
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る

同
事
業
で
す
が
、
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
も
大
い

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
が
求
め
る
の
は
、
学
生
の
若
さ
の
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
や
、
素
人
・
よ
そ
者
な
ら
で
は
の
斬
新
な

視
線
で
す
。
他
地
域
か
ら
栃
木
県
に
来
て
い
る

学
生
も
多
く
い
ま
す
。
地
域
に
な
じ
み
の
薄
い

学
生
も
お
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

学
生
は
消
費
者
で
も
あ
り
ま
す
。
消
費
者
目
線

で
地
域
を
見
て
も
ら
う
こ
と
が
、
地
域
課
題
の

発
見
と
解
決
へ
の
取
り
組
み
に
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
可
能
性
が
、
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
た
だ
し
、
学
生
に
は
プ
ロ
ジ
ェク
ト
運
営
の
資

金
や
、
他
団
体
や
企
業
へ
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
部
分
で
も
地
域
の
力
を

お
借
り
で
き
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
高

ま
る
と
思
い
ま
す
。」（
同
）

　

28
年
度
に
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
み
る

と
、
テ
ー
マ
も
取
り
組
み
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
婚
活
、
里
山
保
全

と
活
用
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
農
業
観
光
、
地

域
の
歴
史
再
発
見
な
ど
、
ど
れ
も
地
域
に
根
ざ

し
た
興
味
深
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
「
私
ど
も
と
し
て
は
、
学
生
た
ち
が
地
域
の
中

に
入
っ
て
、
真
剣
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
と
て
も
う

れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
と

の
連
携
が
密
接
な
プ
ロ
ジェク
ト
ほ
ど
、
成
功
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
学
生
が
地
域
と
連
携
し
、
地

域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
う
れ

し
い
で
す
ね
」（
同
）

　

各
プ
ロ
ジェク
ト
で
は
、
地
域
へ
の
報
告
会
を
開

催
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
地
域

へ
の
お
礼
も
兼
ね
て
い
る
と
の
こ
と
。
学
生
と
地

域
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
動
き
が
、
さ
ら

に
大
き
く
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
事
業
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.tochigi.lg.jp/a 01/

daigaku/daigaku-chiiki-renkei.htm
l

　

食
に
つ
い
て
は
、
ハ
ラ
ー
ル
認
証
を
受
け
た
食

品
で
あ
れ
ば
、
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

在
住
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
販
や
、
仲
間
同

士
の
情
報
交
換
な
ど
に
よ
り
入
手
が
可
能
で
す

が
、
観
光
で
訪
れ
た
人
た
ち
に
ど
う
対
応
す
る

か
が
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
に
は
ハ
ラ
ー
ル
食
品
を
販
売
す
る
店
を

増
や
す
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
食
事
は
ハ
ラ
ー
ル
が
障
害
に
な
り
、
日
本
で
は

食
べ
る
も
の
が
な
い
の
で
は
、
と
誤
解
さ
れ
が
ち

で
す
が
、

　
「
魚
は
食
べ
ら
れ
ま
す
し
、
野
菜
も
大
丈
夫
で

す
。
み
り
ん
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
分
を
含
む
調
味
料

の
使
用
を
避
け
て
、
通
常
の
和
食
は
ハ
ラ
ー
ル
対

応
と
言
って
い
い
と
思
い
ま
す
」

　

み
り
ん
も
、
ハ
ラ
ー
ル
対
応
の
も
の
が
す
で
に

販
売
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
使
用

し
て
作
れ
ば
、
ひ
と
手
間
増
え
る
だ
け
で
イ
ス
ラ

ム
教
徒
が
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
料
理

の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
料

理
に
使
う
油
は
植
物
油
を
使
用
し
ま
す
。

　
「
礼
拝
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
は
早
朝
と
夜
以
外

に
日
中
3
回
礼
拝
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
た
め
の
場

所
を
設
け
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
いっ

て
も
大
げ
さ
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ

な
部
屋
を
一
時
的
に
提
供
し
た
り
、
そ
れ
も
難

し
い
場
合
に
は
ひ
と
目
に
つ
か
な
い
場
所
を
（
つ
い

た
て
な
ど
で
）
作
っ
て
あ
げ
る
だ
け
で
も
、
大
丈

夫
で
す
」

　

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
対
応
は
第
一
歩
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
対
し

て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

　
「
食
品
店
で
し
た
ら
、
販
売
し
て
い
る
も
の
の

成
分
や
材
料
を
再
チ
ェッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一
部
の
素
材
を
入
れ
替
え
る
だ
け
で
ハ
ラ
ー
ル
対

応
で
き
る
食
品
は
、案
外
多
い
の
で
す
。
そ
れ
に
、

再
チ
ェッ
ク
の
過
程
で
、
自
社
商
品
の
再
確
認
に

も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」

　

イ
ス
ラ
ム
教
の
礼
拝
堂
を
「
モ
ス
ク
」
と
言
い

ま
す
。
栃
木
県
内
に
は
モ
ス
ク
が
４
カ
所
あ
り
ま

す
が
、
友
松
名
誉
教
授
は
「
モ
ス
ク
は
イ
ス
ラ
ム

教
徒
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ
て

い
て
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
モ
ス
ク
が
で
き
る

こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
過
ご
し
や
す
い

地
域
で
あ
る
印
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
宇
都

宮
市
に
は
ま
だ
モ
ス
ク
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来

建
設
さ
れ
れ
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
と
って
も
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ハ
ラ
ー
ル
研
究
会
の
活
動

　

友
松
名
誉
教
授
が
会
長
を
務
め
る
ハ
ラ
ー
ル
研

究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
た
め
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
は
じ
め
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
地

域
を
つ
な
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
昨
年
度
は
、
宇
都
宮
大
学
に
お
け
る
取
り

組
み
と
し
て
、
ハ
ラ
ー
ル
研
究
会 

学
生
の
会
（
前

出
）
の
学
生
た
ち
が
「
大
学
・
地
域
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
支
援
事
業
」（
栃
木
県
）
の
募
集
に
手
を

挙
げ
て
「
多
文
化
対
応
型
宇
都
宮
市
観
光
案
内

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
お
店
に
、
微
細
な
電
波
を
発
信

す
る
ビ
ー
コ
ン
端
末
を
置
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
人
が
近
く

に
来
る
と
、
自
動
的
に
そ
の
お
店
の
イ
ス
ラ
ム
教

徒
や
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
向
け
の
食
べ
物
情
報
が
出
て

く
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
現
在
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
を
制
作
中
で
、
な
ん
と
か
今
年
度
中
に
は
試

験
運
用
ま
で
達
成
し
た
い
と
考
え
、
皆
で
力
を

合
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

　
ハ
ラ
ー
ル
対
応
な
ど
、
多
文
化
対
応
を
進
め
る

こ
と
が
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
、
友
松
名

誉
教
授
は
力
を
こ
め
ま
す
。

　
「
ひ
と
つ
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
よ
る
経
済

効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
店
で
扱
う

料
理
や
商
品
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と
で
、
意

外
な
魅
力
を
発
見
し
た
り
、
新
し
い
分
野
へ
対

応
で
き
た
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
地
域
ぐ
る
み
で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
人

の
交
流
を
生
み
、
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
に
も
つ

な
が
って
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

最
後
に
、
多
文
化
対
応
と
は
少
し
離
れ
ま
す
が
、
栃
木
県
の
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
学
生
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
支
援
す
る
こ
の
事
業
は
、
観
光
活
性
化
や
多
文
化
対
応
と
も
接
点
が
あ
り
ま
す
。

栃
木
県
が
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
学
生
を
支
援

「
大
学・地
域
連
携

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」

栃木県の「大学・地域連携プロジェクト支援事業」
についてのウェブページ
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議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

ク
ー
ル
ビ
ズ

議
員
職
務
執
行
者
が
変
更
し
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

株式会社ミツトヨ宇都宮事業所
取締役上席執行役員 宇都宮事業所長

加納　孝文氏
（平成 29年３月 29日付）

株式会社ミツトヨ宇都宮事業所
取締役上席執行役員 宇都宮事業所長

坂井　知峰氏

宇都宮証券株式会社
代表取締役社長

菊地　正敏氏
（平成 29年４月３日付）

宇都宮証券株式会社
代表取締役社長

吉田　　稔氏

日本郵便株式会社
宇都宮中央郵便局
局長

柿沼　　健氏
（平成 29年 4月 1日付）

日本郵便株式会社
宇都宮中央郵便局
局長

井上　邦彦氏

富士通株式会社栃木支店
支店長

遠藤　哲也氏
（平成 29年４月 1日付）

富士通株式会社栃木支店
支店長

加藤　泰夫氏

「
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た

第
２
回
臨
時
総
会
・
３
月
会
員
交
流
例
会
を
開
催

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

　

婚
活
事
業「
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
の

集
い
」を
、
３
月
26
日（
日
）市
内
ホ

テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
天
気
は
雨
で
し
た
が

男
性
16
人
、
女
性
15
人
が
参
加
し
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

過
去
に
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
ク
ッ

キ
ン
グ
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

企
画
を
盛
り
込
ん
で
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
参
加
者
か
ら
多
く
の

方
と
じ
っ
く
り
話
を
す
る
時
間
が
欲

し
い
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
た
た

め
、
今
回
は
あ
え
て
フ
リ
ー
タ
イ

ム
中
心
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
ビ
ュ
ッ

　

平
成
28
年
度
第
２
回
臨
時
総
会

を
３
月
６
日（
月
）、
市
内
ホ
テ
ル

で
開
催
し
、
平
成
29
年
度
の
役
員
に

つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
は
坂
本
会
長
ほ
か
24

人
で
役
員
を
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

〈
平
成
29
年
度
役
員
〉

会　
　

長	
坂
本
英
典

直
前
会
長	

檜
山
昌
彦

相  

談  

役	

伴　
　

靖

副  

会  

長	

神
宮
祥
臣
、
直
井
昭
佳	

	

鈴
木
康
史
、
齋
藤
健
吾

運
営
専
務	

髙
橋
裕
樹 

他  

理
事
15
人
、
監
事
２
人

　

ま
た
、
臨
時
総
会
終
了
後
に
は
３

フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
、
各
自
が
サ
ラ
ダ

や
ド
リ
ン
ク
、
デ
ザ
ー
ト
を
取
り
に

行
く
こ
と
が
会
話
の
き
っ
か
け
に
な

り
、
多
く
の
方
と
気
軽
に
話
す
こ

と
が
で
き
た
と
参
加
者
か
ら
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
お
声
掛
け

を
し
て
、
話
を
し
て
い
な
か
っ
た
方

同
士
が
積
極
的
に
話
せ
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
男
女
と
も
好
印
象
だ
っ

た
人
を
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
も
ら

い
集
計
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
３
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
回

カ
ッ
プ
ル
に
な
ら
な
か
っ
た
方
も
、

ま
た
次
回
参
加
し
た
い
と
意
欲
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
女
性
部
は
婚

活
事
業
を
続
け
、
大
い
に
お
せ
っ
か

い
を
焼
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
副
会
長　

今
井
キ
ヨ
）

月
会
員
交
流
例
会
を
開
催
し
、
平
成

28
年
度
青
年
部
を
率
い
た
檜
山
会
長

の
総
括
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
全
て
の
メ
ン
バ
ー
が
１
年
を

振
り
返
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
青
年
部
活

動
や
事
業
を
通
じ
て
学
び
合
っ
た
時

間
を
語
り
、
さ
ら
な
る
飛
躍
と
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
28
年
度
を
も
っ
て

卒
業
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
第

４
期
う
つ
の
み
や
親
善
大
使
に
記
念

品
を
授
与
し
、
青
年
部
で
の
思
い

出
と
メ
ン
バ
ー
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
、
今
ま
で
の
活
動
に
感
謝

を
申
し
あ
げ
ま
し
た
。

（
平
成
28
年
度  

総
務
広
報
委
員
会

　

委
員
長
・
高
松　

智
之
、　

   

平
成
28
年
度  

交
流
委
員
会　

委
員
長
・
中
村　

悟
志
）

開会のあいさつをする福田会長と
参加者たち

平成２８年度第２回臨時総会

３月会員交流例会に参加したメンバーおよび
第４期うつのみや親善大使

　

豊
か
な
自
然
環
境
で
育
っ
た
産
物

を
確
か
な
技
術
で
お
届
け
し
て
い
る

「
宇
都
宮
雷
都
物
語
」。
宇
都
宮
雷
都

物
語
メ
ー
カ
ー
協
議
会
で
は
、
お
す

す
め
の
商
品
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
抽

選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

本
号
で
は
御
菓
子
司  

桝
金「
う
つ

の
み
や
い
ち
ご
」を
３
名
さ
ま
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
５
月
か
ら
10
月
ま
で

の
６
か
月
間
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

の
一
環
と
し
て
、
職
員
勤
務
時
の
服

装
を「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
製
造
販
売
元
】

御
菓
子
司  

桝
金

☎
０
２
８-

6
5
0-

5
0
3
0

〈
応
募
概
要
〉

【
申
込
方
法
】

ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
事
業
所
名
③
氏

名
④
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
締
切
】

5
月
31
日（
水
）消
印
有
効

【
当
選
発
表
】

商
品
の
発
送
を
も
っ
て
、
発
表
に
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
応
募
先
】

〒
３
２
０-

０
８
０
６

宇
都
宮
市
中
央
３-

１-

４

宇
都
宮
商
工
会
議
所

「
宇
都
宮
雷
都
物
語
商
品
プ
レ
ゼ
ン

ト
」係

※
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、
応

募
デ
ー
タ
は
抽
選
に
か
か
わ
る
目
的

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宇
都
宮
雷
都
物
語宇

都
宮
雷
都
物
語
メ
ー
カ
ー
協
議
会

（
地
域
振
興
部
内
）

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

「
宇
都
宮
雷
都
物
語
」プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
第
12
弾
！

御
菓
子
司  

桝
金「
う
つ
の
み
や
い
ち
ご
」を

３
名
さ
ま
に
！

　宇都宮の完熟いちごを餡に
使い、形もそのままいちごの
形に焼き上げました。いちご
の香りと甘酸っぱさが生きた
可愛らしい一品はお土産にも
最適です。

うつのみやいちご
１個85円

詰合せ７９０円から

株式会社 SUBARU 宇都宮製作所
常務執行役員  
航空宇宙カンパニープレジデント　
宇都宮製作所長

戸塚　正一郎氏
（平成 29年 4月 1日付）

富士重工株式会社 宇都宮製作所
専務執行役員  
航空宇宙カンパニープレジデント　
宇都宮製作所長

永野　　尚氏

関東信越税理士会
宇都宮支部
支部長

浅井　達司氏
（平成 29年 4月 1日付）

関東信越税理士会
宇都宮支部
支部長

倉井　　章氏

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ



有限会社 随想舎
028-616-6605 028-616-6607

1011 May 2017

ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を

毎
月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業
所

（
約
6
0
0
0
事
業
所
）を
は
じ
め
、

全
国
主
要
商
工
会
議
所
な
ど
関
係

団
体
に
8
0
0
0
部
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻

頭
特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
案
内
、

歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営
者
に

役
立
つ
情
報
を
満
載
し
て
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
会
報

「
天
地
人
」の
ご
活
用
方
法
を
2
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
作
成

さ
れ
た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封

し
て
発
送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
は
、
本
誌

と
一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
直
接
D
M
す
る
よ
り
も
安
価

に
発
送（
A
4
サ
イ
ズ〈
1
枚
〉

6
5
0
0
部
折
り
込
み
／
8
万
1
千

円
〜
）で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を
掲

載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
定
型

の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
広
告
」や
、
当
方
で
取
材
し
、

記
事
の
よ
う
な
形
で
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
ご
紹
介
す
る「
記
事
型
広

告
」、
発
送
用
封
筒
裏
面
広
告（
6
ヵ

月
単
位
）な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

約
6
0
0
0
事
業
所
の
経
営
者
に

直
接
お
届
け
す
る
、
会
報「
天
地
人
」。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
広
告
や
折
込
チ
ラ
シ
の
詳
細
は
、

宇
都
宮
商
工
会
議
所
W
E
B
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）・
誌
面
広
告
掲
載
企
業
募
集
！

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担

保
・
無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資
が

受
け
ら
れ
る
国（
日
本
政
策
金
融
公

庫
）の
公
的
融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方
。

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）。

◎ 

宇
都
宮
市
内（
旧
河
内
町
、
上
河
内

町
除
く
）で
１
年
以
上
営
業
し
て
お

り
、
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
を

６
カ
月
以
上
受
け
て
い
る
方
。

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方
。

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度　

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
の
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.11％
（平成29年4月26日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

　

当
所
で
は
４
月
27
日（
木
）、
振
興

委
員
委
嘱
式
を
開
催
し
、
26
人
の

方
々
に
北
村
会
頭
か
ら
委
嘱
状
を
交

付
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
１
回
連
絡
会
議
を
開

供
と
各
種
調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
２
年
間
の
任

期
で
、
地
域
の
事
業
者
と
商
工
会
議

所
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍

催
し
、
当
所
の
本
年
度
事
業
計
画
の

概
要
を
説
明
し
、
振
興
委
員
が
所
属

す
る
地
域
や
業
界
へ
の
普
及
促
進
を

依
頼
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
や

業
界
動
向
な
ど
、
当
所
へ
の
情
報
提

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

振
興
委
員
制
度

地
域
と
商
工
会
議
所
を
結
ぶ「
宇
都
宮
商
工
会
議
所  

振
興
委
員
」

（50音順・敬称略）
平成29年度  宇都宮商工会議所  振興委員  名簿

 1 相澤美知子 ㈲オーヴァル 宇都宮市塙田2-5-5 028-627-8783

 2 五十嵐　賢 ㈲マルシン靴店 宇都宮市西1-2-2 028-633-6050

 3 池田　克雄 ㈱池田石材工務店 宇都宮市大谷町1174 028-652-3131

 4 市村　耕三 ヘアーサロンカワワ 宇都宮市駅前通り3-1-11 028-634-9661

 5 伊藤　公子 ㈲栃木労務管理事務所 宇都宮市西一の沢町15-34 028-648-8426

 6 伊藤　繁幸 ㈱ケーアイ 宇都宮市双葉1-1-1 028-615-1611

 7 今井　キヨ ㈱松本 宇都宮市材木町4-29 028-678-5548

 8 今泉　知明 鳥貞㈲ 宇都宮市中央1-6-9 028-633-4105

 9 岡田　俊光 ㈲マルオカ商店 宇都宮市峰町280 028-634-8701

10 小古山峯雄 アド・エイディアイ 宇都宮市上戸祭町2936-25 028-624-5955

11 尾野　　哲 オノオフィス 宇都宮市富士見が丘1-3-10 028-621-2822

12 柿沼　康夫 前田クリーニング商会 宇都宮市中央5-17-4 028-634-6051

13 菊地　芳弘 ㈲カメラのカズサヤ 宇都宮市陽東4-3-27 028-662-6960

14 小松　正治 ㈱小松工業 宇都宮市五代2-17-3 028-674-8411

15 佐藤　勝一 ㈲鏡池堂 宇都宮市馬場通り2-3-14 028-634-9863

16 杉本もと子 杉本美容室 宇都宮市越戸町30-30 028-663-3263

17 瀧野光太郎 滝野屋米店 宇都宮市泉が丘1-17-23 028-661-4903

18 竹川　哲夫 ㈱タケカワ 宇都宮市江野町7-3 028-633-2031

19 田中　正司 日東燃機工業㈱ 宇都宮市泉が丘5-8-15 028-661-6271

20 長谷川博夫 ㈱デザインオフィス・スイッチ 宇都宮市菊水町6-22 028-601-4144

21 樋口　勇一 高級フランス菓子 ロワイヤル 宇都宮市みどり野町20-1 028-653-6001 

22 峰岸　和正 峰岸商店 宇都宮市大通り1-1-12 028-622-3491

23 矢嶋　史朗 マストー商事㈱ 宇都宮市石井町3373-21 028-657-0022

24 山田　義治 ㈱スキット 宇都宮市清住2-5-10 028-688-0760

25 山室　正志 ㈱東武宇都宮百貨店 宇都宮市宮園町5-4 028-651-5810

26 渡辺　正昭 渡辺正昭税理士事務所 宇都宮市若草4-9-5 028-627-1971

No. 振興委員名 事業所名 所 在 地 電 話 



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます









1213 May 2017

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

経
営
支
援
部
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問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携

新
入
会
員
の
紹
介

平
成
28
年
12
月
１
日
〜
平
成
29
年
２
月
７
日
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
29
年
４
月
10
日
号（
V
o
l.
6
4
3
）掲
載
の「
新
入
会
員
の
紹
介
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う
、
改
め
て
編
集
確
認
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

平成28年12月1日～平成29年2月7日加入分（順不同・敬称略）  　　　　　       ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目

Caffe Italiano L'insieme 宇都宮市砥上町1140-1 サンハイツ砥上101 028-680-7441 飲食（イタリア料理・菓子等）

㈱隆南産業 宇都宮市今宮4-10-3 028-680-6191 建設（足場等仮設）

宇都宮中央社労士事務所 宇都宮市昭和1-7-9 宇都宮中央ビル 028-616-1933 社労士・行政書士

㈱フォールーラープランズ 宇都宮市二荒町5-1 蕪木ビル2F 028-610-0404 飲食（軽食）、ＣＤ販売

アーバンコンセプトストアアンドリゾート 宇都宮市曲師町3-8 角常仲見世館2F 028-348-3381 小売（婦人服、雑貨）

㈱スリールースターズ 宇都宮市馬場通り3-1-21 馬上ビル2F 028-612-8372 飲食（燻製料理、ワイン）

Offiice HAMASAKI 宇都宮市下小池町560-68 028-666-7086 サービス（消火器販売、メンテナンス）

㈱Cooking&Glow 宇都宮市中央5-10-1 028-612-8650 小売（お弁当、総菜）

㈱Ｒエンジニアリング 那須塩原市蟇沼609-2 0287-74-6555 サービス（産業廃棄物処理）

㈱ファストサービス 宇都宮市平出町1291-1 1F 028-666-4155 サービス（ビルメンテナンス）

すし海鮮　辰吉 宇都宮市東町20-1 028-612-1937 飲食（すし、海鮮）

アルミックわん 宇都宮市二荒町5-1 028-678-4118 小売（ペット関連商品）

㈱杉本電機製作所 宇都宮市中島町49-1 ミズホ工機資材センター 028-689-9221 製造（ＦＡ、電機、制御設計、施工）

㈱エムザ 宇都宮市平出町3873-8 028-612-2033 建設（内装、オフィス家具施工）

ケーズコンサルティングサービス 宇都宮市東浦町17-13 028-666-5982 社労士、労務コンサルタント

ＦＰサポートバンク 栃木市片柳町1-10-12 0282-22-5317 サービス（中小企業診断士）

㈱ＳＫ 宇都宮市さつき1-7-16 028-655-1385 サービス（機械修理）、軽貨物

長原工業 宇都宮市上戸祭3-7-15 キャトルセゾンB棟202 028-678-9536 建設（建築塗装）

CENTRAL KIKI㈱ 宇都宮市西1-1-33 西ハイツ2F 028-666-8813 美容（カット、カラー等）

ＲＩＣＥ㈱ 宇都宮市松原2-5-21 木材会館5F 028-678-3120 デザイン（VI、BI、フリーペーパー発行）

マネジメントオフィス  ネクスト 大田原市薄葉2284-19 090-2327-4771 サービス（中小企業診断士）

ＭＡＸ㈱ 宇都宮市砥上町338-3 028-660-4049 小売（中古車）

gigino～ジジーノ～ wine&grill 宇都宮市伝馬町3-4 吉田ビル1F 028-678-2479 飲食（ワイン、肉料理）

相馬不動産鑑定事務所 宇都宮市東宝木町11-4 ソレイユ・K Ⅴ 028-621-2410 不動産の鑑定評価

salon de a mole 宇都宮市曲師町5-1 大島ビル4F 080-5125-0445 エステティック

㈱ＲＳ総合システム 宇都宮市西の宮2-13-20 028-688-0130 建設（電気・空調）

三和シャッター工業（株） 関東事業部 宇都宮市平出工業団地20-2 028-660-1130 建設（シャッターｰ、自動ドア、パーテーション等）

菊地工業 宇都宮市西の宮2-18-26 090-2148-7267 建設（防水工事）

㈱サプライズ 宇都宮市南大通り4-1-2 028-637-3711 飲食（中華）

中島塗装㈱ 宇都宮市下川俣町206-8 028-678-3851 建設（塗装工事全般）

吉田土建㈱ 宇都宮市下平出町1508-4 028-661-0665 建設（基礎・造成・舗装・上下水道）

㈱エフ・アール・エス 宇都宮市花房1-14-11 028-639-9888 建設（空調設備）

Varios Meister 宇都宮市下岡本町2415-8 080-7798-5816 経営コンサルタント

(合同)ライトパス 宇都宮市東原町18-2 028-612-1803 各種清掃、管理、外壁・エアコン洗浄

㈱オールワン 宇都宮市簗瀬町1946-7 028-614-1115 建設（土木、外構、電気、空調）

 

お
詫
び 

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
事
業
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に

よ
る
次
世
代
へ
の
経
営
資
源
の
ス

ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援
す
る
た
め
、

当
所
が
国
か
ら
委
託
を
受
け
た
公

的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　

簿
記
を
は
じ
め
て
学
ぶ
方
や
、
知

識
を
身
に
つ
け
、
実
務
に
役
立
て
た

い
方
に
お
勧
め
の
講
座
で
す
。

【
期
間
】 

平
成
29
年
6
月
6
日（
火
）

～
10
月
6
日（
金
）

原
則
、
毎
週
火
・
金
曜
日
の
開
催（
都

合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

講
義
回
数 

全
34
回

【
会
場
】 

当
所
２
階
大
会
議
室

【
講
師
】 

栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高

等
学
校
教
諭

【
受
講
料
】

１
２
、０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
定
員
】50
人

【
受
講
資
格
】  

宇
都
宮
市
内
に
居
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方（
学
生
は

除
く
）

【
申
込
】  

所
定
の
申
込
書（
当
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

受
講
料
を
添
え
て
5
月
26
日（
金
）ま

で
に
、
直
接
当
所
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

３
級
簿
記
講
座

日
商
簿
記
３
級
程
度
ま
で

経
営
支
援
部
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問合せ

お問い合わせ　宇都宮商工会議所　経営支援部  ☎028-637-3131 

■対象となる取り組みの例
・新たな顧客層の取り込みを狙い、チラシを作成・配布
・幅広い年代層の集客を図るための店舗のユニバーサルデザイン化
・新たな販路を求め、国内外の展示会への出展
・新たな市場を狙って商品パッケージのデザインを一新
■公募要領・申請様式は宇都宮商工会議所ホームページをご覧ください。
http://www.u-cci.or.jp/finance/subsidy_jizokukahojokin/
■補助金の採択には一定の審査があります。

経営計画に基づいて実施する販路開拓等の取り組みに対し５０万円を上限に補助金（補助率２／３）が
出ます。計画の作成や販路開拓の実施の際、商工会議所の指導・助言を受けられます。

卸売業・小売業

サービス業（宿泊業・娯楽業以外）

サービス業のうち宿泊業・娯楽業

製造業その他

対象業種 常時使用する従業員

５人以下

５人以下

２０人以下

２０人以下

補助対象者：小規模事業者

小規模事業者

持続化
補助金
相談受付中！相談受付中！



商工会議所共済制度

　当所会員事業所から、「商工会議所の担当者と名乗る者から、退職金や保険について、電話での勧誘があった」との問い合わせが
数件寄せられました。保険会社が商工会議所を名乗っての営業活動は行っていませんので、ご注意いただきますようお願いしま
す。なお、不審な電話を受けた場合には、当所総務部までご連絡ください。

商工会議所を名乗る「退職金や保険」の

電話勧誘にご注意ください！！

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

1415 May 2017

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

5月の
ふれあい共済等

振替日

5月22日（月）

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 6月13日  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 5月19日
	 午後１時３０分～４時３０分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの
各分野の専門家が、
悩みを解決します。

法律相談・ 1 日知財窓口
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

相談
無料

問合せ
総
務
部
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〈
引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
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営
業
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ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

当
所
で
は
、４
月
17
日（
月
）か

ら
６
月
30
日（
金
）に
か
け
て
、福

祉
団
体
定
期
保
険
の
引
受
会
社

で
あ
る
ア
ク
サ
生
命
と
共
同
で
、

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、制
度
の

内
容
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、会
員
事
業
所
の
福
利

厚
生
の
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ

く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

本
制
度
の
特
徴
は
、経
営
者
・
役

員
の
皆
さ
ま
の
保
障
や
退
職
金
準

備
金
ほ
か
、入
院
・
介
護
・
老
後
に

備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
保
障
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、当
所

職
員
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
の
社
員

ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
と
は

　

商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉

制
度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
と
ア
ク

サ
生
命
保
険
㈱
で
運
営
し
て
い
る

組
織
で
す
。

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福

祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
あ
わ
せ

て
栃
木
県
内
商
工
会
議
所
と
共
に

県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し

て
い
ま
す
。保
険
や
共
済
の
ご
成
約

の
方
に
は（
栃
木
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に「
保
険
証
券
分
析
」を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。現
在
ご
加
入
の
保
険
内

容
が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の
か
ど

う
か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命
保
険

㈱
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。ご
相
談
い
た
だ

い
た
方
に
は（
鬼
あ
ら
れ
）を
プ
レ

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　完熟した苺「とちおとめ」
の風味をそのままに、桝金
独自の製法で極上のジャム
に仕上げました。

国産のもち米を独自の製法
でカリッと仕上げた「鬼あら
れ」は、もち米の風味とピー
ナッツの香りがあいまった小
粒タイプです。

栃木いちごジャム

鬼あられ

研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工

業
者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
講

習
会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な
ど

を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会

議
室
の
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。　

　

約
60
〜
70
人
収
容（
教
室
型
）で
、

利
用
し
や
す
い
会
議
室
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

会
議
室
の
貸
出　

約７０人収容（教室型）の貸会議室

収容人数

申込方法

駐車場

約60～70人
（教室型）

会議室の貸出概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき
・机等を移動させた場合は、現状復帰とする

●予約については、３カ月以内とさせていただきます。
●会議室の空き状況を電話でご確認の上、ご予約ください。
●使用規則・同意書・申込書は、ＦＡＸまたは郵送させていただきますので、
 　電話予約時にお申し出ください。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/kashikaigishitsu/）から
  ダウンロードもできます。
〈申し込み：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

会議室の使用時間・料金（税込）

使用時間区分 9:00～17:00

10,800円

16,200円

9:00～12:00

5,400円

8,640円

13:00～17:00

5,940円

9,720円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客さまが
ご利用されますので、駐車できない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。
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昭
和
60
年
創
業
以
来
、
多
様
化
す

る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
べ
く

「
誠
意
」「
熱
意
」「
親
和
」を
モ
ッ

ト
ー
に
施
設
警
備
、
雑
踏
警
備
、
駐

車
場
警
備
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
警
備
等

多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
安
全
と
繁
栄
と
い
う
尊
い

使
命
を
担
い
、
日
夜
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

〈
警
備
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
中
で
す
！
〉

 「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 有限会社 随想舎

☎028-616-6605 5028-616-6607
有限会社  栃木広告社

☎028-639-1115 5028-639-1116

入会希望事業所を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎028-637-3131 5028-634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

※ご希望の方は、
総務部までご連絡ください。

申込書を FAX で送信します。

会員企業展示コーナー

　

総
務
部

　
☎	

0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

	

0
2
8-

6
3
4-

8
6
9
4

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。
〈 問合せ〉　総務部 ☎028-６３７-３１３１

業種　警備業 代表取締役  佐藤  功男さん

〈所在地〉
宇都宮市下栗町１５３６番地4

 ☎028-639-9211

中央警備保障株式会社

母
の
皺
伸
び
て
縮
ん
で
う
れ
し
い
日

咲
い
た
ら
の
話
へ
桜
待
っ
て
い
ず

お
化
粧
を
直
し
三
猿
遅
い
新は

る春

混
浴
の
話
大
事
に
胸
に
置
く

妻
と
出
て
辛
い
財
布
と
な
り
に
け
り

山
菜
の
家
ま
で
続
く
山
椒
の
香か

一
気
飲
み
す
る
に
は
惜
し
い
特
級
酒

サ
ウ
ス
ポ
ー
だ
か
ら
夢
見
た
背
番
号

年
寄
り
の
軍
歌
ど
こ
か
で
息
が
も
れ

鰻
の
値
粉
山
椒
が
後
を
押
し

星　
　

政
造

山
口　

イ
ネ

柳
岡　

睦
子

大
塚　

栄
子

碓
氷　

正
和

石
田
武
三
郎

生
田
目
昭
夫

笹
田　

ス
ミ

飯
塚　
　

藤

毛
塚　

ヒ
ロ

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

第
236
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
疲
れ
隠
し
て
続
く
居
眠
り
。

〈
評
〉
去
年
と
同
じ
葉
桜
の
道
。

〈
評
〉
き
れ
い
に
な
っ
た
猿
の
華
や
ぎ
。

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

い
つ
も
の
人
、
い
つ
も
の
物
。

身
近
な
も
の
の
中
に

美
を
感
じ
る
感
性
を
育
て
て
い
こ
う
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　書道家。熊本育ち。３歳から母である双
葉（そうよう）に師事。東京理科大学、Ｎ
ＴＴ退社後、ストリートからはじめる。Ｎ
ＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」
など数々の題字を手がける。全国でユニー
クな個展を開催。著書は、作品集【絆】、【上
機嫌のすすめ】など 20 を超える。書道教
室は約３００名（２００５年より満席状態
が続く）。公式ブログ「書の力」のアクセ
ス数は、１日５万を超える。 
⇒ http://ameblo.jp/souun

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
企画展「とちぎの山・鉾・屋台」
6月15日（木）まで
ユネスコ無形文化遺産登録記念。県内の山・鉾・屋台に特徴のある
祭礼に関して烏山の山あげ行事と鹿沼今宮神社の屋台行事を中心
に紹介（同館パンフより）。
一般=250円／大・高校生=120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「美術館狂詩曲－20世紀の痴愚礼讃」
5月21日（日）～6月25日（日）
　夢のような光景を描いたマルク・シャガール、恐ろしくも愛らしい者た
ちが棲まう「すき間」の世界をユーモラスに描いたパウル・クレー。20
世紀のものかげでちょっとおかしな美術の世界に分け入る（同館HPより）
一般=600円／大・高生=400円／小・中学生=200円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「まなざしの洋画史－近代ヨーロッパから現代日本まで」
7月2日（日）まで
2018年に開館30周年を迎える茨城県近代美術館のリニューアル
を前に、同館と栃木県立美術館所蔵の洋画の数々を結集。ルノワー
ルから黒田清輝など約100点を展示（同館HPより）。
一般=800円／大・高校生=500円／中学生以下無料

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
J
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉む
か
し「
花
金
」、今
は
こ
う
呼
ぶ
そ
う
だ
が
は
た
し
て
経
済
効
果
は
？

1.
2.
3.
5.
6.
7.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
20.
21.

1.
4.
8.
9.
10.
11.
12.
14.
17.
18.
19.
22.
23.

よく晴れているのに突然雨が。この現象を「○○○の嫁入り」と
トランプ大統領の得意な情報発信ツールは？
「彼はなんの○○○もなくストレートな発言をするね」などと
詩や音楽などで同じ句や曲節を繰り返すこと
石炭や鉱石とともに掘り出された廃石
北米の北部などに生息する大型シカの呼び名
火山砕屑物のひとつ。水に浮く。昔は足のアカすりにも使われた
筆を使う様子。「君の文字は○○○○が幼いね」などと
スズメ目の鳥。ムクドリほどの大きさで顔面は白地に多数の黒斑あり
くずれ落ちること。「台風で壁が○○○○した」などと
「年とともに○○○○がゆるんで涙もろくなってネ」などと
「ウチの従業員は通いと○○○○の両方いるね」などと
寺院で台所にあたる場所。また住職や家族の住む建物
「ウチの社長は○○とムチの使い分けがウマいね」などと

６月１日からハガキの郵便料金が６２円に。これのデザインも一新
光を操るガラスなどでできた多面体の工作物
「山岳救助隊を乗せたヘリが○○○○」のニュースもありましたね
○○○キック、○○○スロー、○○○パス、○○○バッティング
「オタクの○○○には負けた。よし契約しよう」などと
「旅に病んで夢は○○野を駆け巡る」芭蕉最晩年の句
○○○○ケーキ、○○○○パーラー、○○○○ポンチなど
「持ち株会社」のこと。最近この呼称をよく聞きますね
技芸や学問の奥義をわが子一人だけに伝えること「○○○相伝」
よく言います「壁に○○あり障子に目あり」
山道でよく見かける「○○○○注意」の標識
寺の五重塔の尖端についている相輪の言い方
お相撲さんのつける「まわし」はこうとも言います

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
し

　

上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
5
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
も
ま
だ
混
迷
を
続
け
る
シ
リ

ア
情
勢
を
、
時
系
列
に
そ
っ
て
解
説
し

た
本
で
す
。
１
９
７
０
年
代
に
成
立

し
た
ア
サ
ド
政
権
が
長
く
独
裁
的
な

政
治
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
父
ハ
ー

フ
ィ
ズ
か
ら
息
子
で
あ
る
現
在
の
バ
ッ

シ
ャ
ー
ド
・
ア
サ
ド
大
統
領
に
権
力
が

移
っ
た
２
０
０
０
年
頃
か
ら
国
内
の
政

治
情
勢
が
不
安
定
化
し
、
２
０
１
１
年

か
ら
始
ま
っ
た
内
戦
状
態
は
現
在
も
続

い
て
い
ま
す
。
反
体
制
側
は
複
数
の
派

閥
に
分
裂
、
そ
こ
に
イ
ス
ラ
ム
教
過
激

派
も
関
連
し
て
あ
の「
イ
ス
ラ
ム
国
」を

生
み
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
米
露
な
ど
が
自
分
た
ち
の

思
惑
を
優
先
さ
せ
て
介
入
し
て
い
っ
た

こ
と
で
、
混
乱
は
さ
ら
に
悪
化
し
ま
し

た
。
西
欧
的
、
近
代
的
な
善
悪
が
通

用
し
な
い
シ
リ
ア
の「
今
」を
描
い
て
い

ま
す
。

『
シ
リ
ア
情
勢
』

青
山
弘
之［
著
］

岩
波
新
書

７
８
０
円
＋
税

「美感」
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五
月
十
五
日（
月
）　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
田
舞
祭（
宇
都
宮
市
）

　

神
領
地
だ
っ
た
宇
都
宮
市
関
堀
町
堀
米
地

区
の
農
家
六
軒
が
、
世
襲
的
に
伝
承
し
て
き

た
田
楽
舞
。
演
じ
手
は
長
男
に
限
定
さ
れ
る
。

春
渡
祭
、
冬
渡
祭
の
際
も
奉
納
。
伝
統
と
格

式
が
感
じ
ら
れ
る
神
事
で
あ
る
。

五
月
十
七
日（
水
）～
十
八
日（
木
）　

日
光
東
照
宮
春
季
例
大
祭（
日
光
市
日
光
）

　

日
光
東
照
宮
の
数
あ
る
行
事
の
中
で
、
最

も
華
や
か
で
盛
大
な
の
が
十
八
日
に
行
わ
れ

る
百
物
揃
千
人
武
者
行
列
。
春
季
例
大
祭
の

中
心
と
な
る
も
の
で
、
秋
に
も
行
わ
れ
る
。

氏
子
た
ち
千
人
あ
ま
り
が
絢
爛
豪
華
な
衣
装

を
ま
と
い
、
二
荒
山
神
社
か
ら
御
旅
所
ま
で

練
り
歩
く
様
は
圧
巻
。
十
八
日
に
は
、
石
鳥

居
前
の
表
参
道
で
流
鏑
馬
が
奉
納
さ
れ
る
他
、

御
旅
所
で
八
乙
女
の
舞
が
行
わ
れ
る
。

五
月
二
十
八
日（
日
）　

御
神
火
祭（
那
須
町
）

　

妖
狐「
九
尾
の
狐
伝
説
」に
ち
な
み
殺
生
石

を
舞
台
に
行
わ
れ
る
。
赤
々
と
大
松
明
が
灯

さ
れ
る
中
、
狐
に
扮
し
た
奏
者
に
よ
る
九
尾

太
鼓
の
演
奏
が
見
ど
こ
ろ
。
祭
り
の
参
加
者

や
観
客
に
は
、
狐
メ
イ
ク
が
施
さ
れ
る
。
ま

た
同
日
、
殺
生
石
付
近
で
教
伝
地
蔵
の
供
養

祭
と
千
体
地
蔵
の
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
る
。

六
月
三
日（
土
）～
四
日（
日
）　

平
家
大
祭（
日
光
市
湯
西
川
）

　

平
家
の
里
と
し
て
知
ら
れ
る
湯
西
川
温
泉

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
武
者
行
列
。
平
安
時
代

の
装
束
を
着
け
た
女
人
列
が
そ
の
あ
と
に
続

く
。
3
日
は
前
夜
祭
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
顧
問  

柏
村  

祐
司

第07回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20175月〜    6月 皐月─水無月　

五
月
の
中
旬
と
も
な
る
と
宇
都

宮
近
辺
の
田
植
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
た

こ
と
と
思
う
。
田
植
の
機
械
化
が

進
む
に
つ
れ
田
植
の
時
期
が
手
植

え
の
頃
よ
り
も
一
カ
月
ほ
ど
早
ま
っ

た
。
田
植
を
さ
っ
さ
と
済
ま
せ
他

の
農
作
業
や
農
作
業
以
外
の
仕
事

に
と
り
か
か
る
た
め
で
あ
る
。

　

我
が
国
で
の
農
業
の
機
械
化
が

進
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
年

代
後
半
か
ら
で
高
度
経
済
発
展
期

と
重
な
る
。
水
田
稲
作
で
い
え
ば
、

ま
ず
馬
耕
に
代
わ
り
耕
運
機
が
導

入
さ
れ
、
つ
い
で
田
植
え
機
、
稲

刈
り
機
、
稲
刈
り
脱
穀
機
等
が
導

入
さ
れ
た
。
ま
た
耕
運
機
や
田
植

え
機
、
稲
刈
り
機
等
も
当
初
は
手

押
し
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
乗
用
が

普
及
し
た
。

　

乗
用
の
田
植
え
機
が
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
家
族
四

人
で
、
一
町
歩
ほ
ど
の
水
田
で
も

楽
に
一
日
で
植
え
終
わ
る
。
総
勢

十
人
程
で
二
、三
日
も
か
か
っ
た
か

つ
て
の
田
植
え
が
嘘
の
よ
う
で
あ

る
。　

　
一
方
、
高
度
経
済
発
展
期
に
な

る
と
、
農
業
外
に
収
入
を
求
め
兼

業
農
家
が
増
大
し
た
。
小
規
模
の

水
田
稲
作
農
家
で
は
、
年
寄
り
夫

婦
が
農
業
を
営
む
家
が
増
え
、
田

植
え
は
他
所
に
勤
務
す
る
子
ど
も

の
休
日
に
行
う
家
が
多
く
な
っ
た
。

今
や
五
月
連
休
は
、
田
植
え
の
恰

好
な
時
期
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
田
植
え
は
大
き
く

様
変
わ
り
し
た
が
、
次
に
手
植
え

の
時
代
の
田
植
え
の
様
子
と
田
植

え
に
ま
つ
わ
る
風
習
に
つ
い
て
述
べ

た
い
。

　

手
植
え
の
時
代
の
田
植
の
時
期

は
、
宇
都
宮
辺
り
で
は
六

月
半
ば
で
あ
っ
た
。
サ
ツ
キ

の
花
が
盛
り
と
な
る
頃
で

あ
る
。
当
時
の
農
作
業
は
、

自
然
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
梅
雨
に
入
っ
て
田
に
水

が
満
た
さ
れ
、
ま
た
、
苗
を

育
て
る
苗
代
の
水
が
温
む
五
月
に

な
っ
て
種
を
ま
き
、
苗
が
大
き
く

育
つ
六
月
に
な
ら
な
け
れ
ば
田
植

え
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

田
植
は
一
家
総
出
で
、
そ
の
上

隣
近
所
の
手
伝
い
や
早
乙
女
等
と

呼
ば
れ
る
日
雇
い
労
働
者
を
依
頼

す
る
等
大
勢
し
て
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。
手
伝
い
に
よ
る
相
互
扶
助

を
結ゆ

い
と
いっ
た
。
結
い
は
単
な
る

相
互
扶
助
で
は
な
い
。
必
ず
同
等

の
量
で
労
働
力
を
返
す
の
が
義
務

で
あ
り
、
万
一
借
り
た
家
で
支
障

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
人
を
雇
っ

て
で
も
返
し
た
も
の
で
あ
る
。一方
、

早
乙
女
は
結
い
不
足
す
る
労
力
を

補
う
た
め
に
賃
金
で
雇
っ
た
植
え

手
で
あ
る
。

　

田
植
え
は
、
も
と
も
と
田
の
神

様
の
祭
り
と
さ
れ
、
鎌
倉
・

室
町
時
代
に
は
、、
着
飾
っ
た

植
え
手
の
女
た
ち
の
回
り
を

男
た
ち
が
笛
や
太
鼓
で
囃
子

た
て
賑
や
か
に
行
っ
た
。
手

植
え
の
時
代
の
田
植
え
に
は
、

そ
う
し
た
田
の
神
様
の
祭
り

の
名
残
が
見
ら
れ
た
。
植
え

手
の
女
性
は
、
普
段
と
は
異

な
っ
た
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
し
た
仕
事
着

を
着
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に

若
嫁
は
真
新
し
い
仕
事
着
に
茜
タ

ス
キ
に
菅
の
笠
を
被
り
着
飾
っ
た
。

ま
た
、
ど
こ
の
家
で
も
赤
飯
を
蒸

か
し
、
芋
煮
し
め
、
モ
ロ
や
ニ
シ
ン

の
煮
つ
け
、
煮
豆
等
ご
馳
走
を
作
っ

た
も
の
で
、
赤
飯
が
蒸
か
し
あ
が

る
と
重
箱
に
入
れ
、
手
伝
い
に
来

て
く
れ
た
家
に
持
っ
て
い
く
気
配
り

も
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

　

田
植
え
に
は
歌
が
つ
き
も
の
だ
っ

た
。
俗
に「
野
州
田
植
え
歌
」と
称

し
、
田
植
え
開
始
の
頃
は「
富
士

の
白
雪
朝
日
に
と
け
る　

と
け
て

流
れ
て
三
島
に
そ
そ
ぐ
」の
歌
詞
を

歌
い
、
疲
れ
が
出
る
午
後
に
な
る
と

「
棒
様
坊
様
名
ば
か
り
の
坊
様　

魚
食
べ
た
べ
お
女
郎
と
寝
た
り
」と

いっ
た
疲
れ
を
い
や
す
笑
い
を
誘
う

歌
詞
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
手
植
え
時
代
の
田

植
え
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
風
習
を

伴
っ
た
も
の
で
、「
田
植
え
文
化
」

が
花
開
い
た
。
稲
作
の
中
で
田
植

え
が
最
も
大
事
な
作
業
で
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

「  

田
植
今
昔 

」

手植え時代の
田植え

（篠井町昭和48年）

田植え時の
仕事着姿

（篠井町昭和48年）
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今
回
は
平
成
28
年
10
月
19
日（
水
）開
催
し
た

「
第
３
回
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス

発
表
会
」お
よ
び
平
成
29
年
２
月
27
日（
月
）

の
同
発
表
会
第
４
回
で
発
表
し
た
各
社
と
商

品
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
は
エ
ン
ド
レ
ス
・

ジ
ェ
ネ
レ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
㈲
の
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
か
ら
で
す
。

ふるさと小豆島のオリーブを
商品化、販売

新しいボードゲームで
クラウドファンディングにも挑戦

合同プレス発表会で商品紹介をする
エンドレス・ジェネレートシステムズ㈲の

村口知由社長

合同プレス発表会で
商品紹介をするＣ.Ｇ.プルーラ代表の

宇賀地裕子さん
『ＧｏｂｕＧｏｂｕ』を体験する

うつのみや親善大使の2人と交流会参加者

エンドレス・
ジェネレートシステムズ㈲

Ｃ．Ｇ．プルーラ

　
「
私
は
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
香

川
県
小
豆
島
の
出
身
で
す
。
小

豆
島
は
観
光
や
漁
業
の
他
に
、
オ

リ
ー
ブ
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。

数
年
前
に
里
帰
り
し
た
際
、
地

元
で
農
業
を
営
む
友
人
た
ち
か
ら

『
栃
木
で
オ
リ
ー
ブ
を
売
っ
て
も

ら
え
な
い
か
』と
相
談
さ
れ
、
考

え
た
末
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
販

売
を
思
い
つ
い
た
の
で
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
エ
ン
ド
レ
ス
・

ジ
ェ
ネ
レ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
㈲
の

村
口
社
長
で
す
。
同
社
は
以
前
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
手
が
け
て

い
ま
し
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
先
行

き
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
言
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
販
売
に
チ
ャ
ン
ス
を

見
出
そ
う
と
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
乗
り
出
し
た
そ
う

で
す
。

　
『
ｏ
ｌ
ｉ-

ｓ
ｅ
ｒ
ａ
』

と
名
付
け
、
一
昨
年
始

め
た
ば
か
り
の
こ
の
事

業
。
現
在
の
商
品
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
は
小
豆
島
産

の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル「
瑞
」

（
１
０
０
％
エ
キ
ス
ト

ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
）と
ス
ペ
イ
ン
産

輸
入
エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー

ジ
ン
に
小
豆
島
産
の
オ

　

六
角
形
の
ボ
ー
ド
の
上
に
何
本

も
の
柱
が
立
ち
、
そ
の
上
で
６
色

の
コ
マ
を
動
か
し
て
自
分
の
陣
地

を
広
げ
て
行
く
、
陣
取
り
ゲ
ー
ム

の
一
種『
Ｇ
ｏ
ｂ
ｕ
Ｇ
ｏ
ｂ
ｕ
』（
ゴ

ブ
ゴ
ブ
）。
多
彩
な
デ
ザ
イ
ン
も

楽
し
い
こ
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
考

案
し
た
の
は
、
宇
都
宮
市
で
デ
ザ

イ
ン
事
務
所
を
営
む
宇
賀
地
裕
子

（
う
が
ち
・
ひ
ろ
こ
）さ
ん
で
す
。

　
「
以
前
は
東
京
で
デ
ザ
イ
ン
関

連
の
仕
事
を
し
て
い
た
」と
話
す

宇
賀
地
さ
ん
。
昔
か
ら
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
が
好
き
で
、
子
ど
も
向
け

の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
関
連
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
も
所
属
し
て
い
ま
す
。

イ
ル
を
ブ
レ
ン
ド
し
た「
蓮
」、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
化
粧
品
、

そ
れ
に
小
豆
島
産
の
オ
リ
ー
ブ
を

漬
け
た「
新
漬
オ
リ
ー
ブ
」な
ど
で

す
。

　
「『
瑞
』の
１
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

瓶
と
新
漬
オ
リ
ー
ブ
は
、
ど
こ
で

販
売
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
は
昨
年
試
験
的
に
販
売

を
始
め
た
の
で
す
が
、
あ
っ
と
い

う
間
に
売
り
切
れ
ま
し
た
」

　

現
代
の「
本
物
志
向
」「
健
康
志

向
」に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
、
村
口
社
長
も「
今
後
は
取
り
扱

い
販
売
店
を
増
や
し
、
よ
り
多
く

の
消
費
者
に
お
届
け
し
た
い
」と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
い
ま
準
備
し
て
い
る
の
は
、
小

豆
島
産
の
そ
う
め
ん
で
す
。
こ
れ

は
今
年
の
夏
に
は
お
店
に
並
び
ま

す
」

　

今
後
ま
す
ま
す
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡

大
し
て
行
き
た
い
と
話
す
村
口
社

長
で
す
。

　
「
こ
の
ゲ
ー
ム
を
考
案
し
、
試

作
を
始
め
た
の
は
昨
年
２
月
頃
。

最
初
は
ボ
ル
ト
や
ナ
ッ
ト
を
使
っ

て
、
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
ル
ー

ル
も
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
試
作
し
、

徐
々
に
リ
フ
ァ
イ
ン
し
て
い
き
ま

し
た
」

　

プ
レ
ス
発
表
会
で
は
柱
が
61
本

あ
る
タ
イ
プ
を
持
っ
て
来
ま
し
た

が
、
ひ
と
回
り
小
さ
い
37
本
バ
ー

ジ
ョ
ン
も
考
案
し
、
現
在
は
こ
ち

ら
を
中
心
に
開
発
を
進
め
て
い
る

と
い
い
ま
す
。

　
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
は
な
る
べ
く

シ
ン
プ
ル
に
し
、
誰
で
も
す
ぐ
に

遊
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
も
作
り
や
す
く

し
、
自
分
た
ち
だ
け
の
遊
び
方
が

考
案
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
」

　

現
在
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
る
資
金
調
達
の
準
備
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
う
ま
く
行

け
ば
本
格
的
な
生
産
・
販
売
に
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
試
作
品
を
ゲ
ー
ム
シ
ョ
ウ
な
ど

で
体
験
し
て
も
ら
い
、
よ
い
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
の
秋

ぐ
ら
い
に
は
、
多
く
の
人
に
触
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
」

　

宇
都
宮
市
生
ま
れ
の
ゲ
ー
ム
が

日
本
や
世
界
の
人
を
魅
了
す
る
日

も
、
近
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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ラ 

代
表

ク
リ
エ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

宇
賀
地
裕
子
さ
ん

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

名
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

地
域
に
密
着
し
、
地
域
情

報
化
を
す
す
め
る
こ
と
で
活
性
化
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
、
と
い
う
私
ど

も
の
ポ
リ
シ
ー
は
変
わ
り
ま
せ
ん
」

　

山
田
社
長
は
、
社
是
で
あ
る
「
地

域
活
性
化
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
」

を
示
し
な
が
ら
、
そ
う
強
調
し
ま
す
。

　

現
在
、
栃
木
県
内
を
中
心
に
福

島
県
や
埼
玉
県
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
す
る
同
社
。
そ
の
中
核
事
業

は
、
社
名
に
も
な
っ
た
「
ス
キ
ッ
ト

（
S
c
h
I
T
）
事
業
」
で
す
。

　

長
谷
川
専
務
は
、「
ス
キ
ッ

ト
は
、
学
校
運
営
の
情
報
化
を

お
手
伝
い
す
る
、
独
自
サ
ー
ビ

ス
の
総
称
で
、
S
c
h
o
o
l 

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n 

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
の
略
語

で
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

　
「
教
材
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

な
く
、
学
校
と
い
う
仕
組
み
の
運
営

や
そ
れ
に
関
わ
る
人
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。
児
童
や
生
徒
と
先
生
、

そ
し
て
地
域
の
人
を
つ
な
い
で
、
地

域
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
」

　

具
体
的
に
は
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル

や
同
報
メ
ー
ル
配
信
、
知
識
が
無
く

て
も
運
営
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
、
備
品
管
理
や
学
童
会
計
の

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、

各
学
校
の
現
状
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
作
る
だ
け
で
は
な

く
、
使
い
方
の
研
修
や
、
利
用
開
始

後
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
し
っ
か
り
や
っ
て

い
ま
す
」

　

そ
の
他
に
も
地
域
住
民
向
け

の
Ｉ
Ｔ
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
キ
リ
ッ

ト
（
K
i
R
I
T
）」
や
自
治
体

向
け
Ｉ
Ｔ
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
パ
シ
ッ
ト

（
P
u
b
S
I
T
）」
な
ど
の
事
業
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
メ
ニュ
ー
と
、
し
っ
か
り
し
た

支
援
体
制
が
特
徴
的
で
す
。

　
「
た
だ
単
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た

り
、
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

た
り
す
る
だ
け
で
は
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
使
い
こ

な
せ
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
、
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
ま
す
」
と
山
田

社
長
は
話
し
ま
す
。

　

そ
の
言
葉
を
裏
付
け
る
存
在
が
、

社
内
に
あ
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
す
。

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
問
合
せ
に
て
い
ね
い
に

答
え
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、
常
に
待
機

し
て
い
ま
す
。

　
「
例
え
ば
保
護
者
の
方
は
使
い
方

が
分
ら
な
い
場
合
、
先
生
に
問
い
合

わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
先

生
方
も
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
上
手
に
答
え
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
私
ど
も
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
、
問

合
せ
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
ま
す
」

（
長
谷
川
専
務
）

　

長
谷
川
専
務
は
「
と
り
あ
え
ず
、

ス
キ
ッ
ト
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
ろ

う
」
と
言
い
ま
す
。
分
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
何
で
も
相
談
さ
れ
る

存
在
、「
と
り
あ
え
ず
ス
キ
ッ
ト
さ

ん
に
相
談
し
よ
う
」
と
い
う
会
社
に

な
ろ
う
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
う

な
っ
た
時
、
社
是
の
「
地
域
活
性
化

が
私
た
ち
の
使
命
で
す
」
が
ま
さ
に

現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
。

「

と
り
あ
え
ず
ス
キ
ッ
ト
、と

 
言
わ
れ
る
会
社
を
め
ざ
し
ま
す
」

　
自
治
体
関
連
の
情
報
化
事
業
を
中
心
に
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
来
た
株
式
会
社
ユ
ー

キ
ャ
ン
が
、
昨
年
社
名
を
株
式
会
社
ス
キ
ッ
ト
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
さ
ら
に
飛

躍
を
め
ざ
す
同
社
の
山
田
義
治
社
長
と
長
谷
川
真
也
専
務
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

クライアントからの
問合せに対応する
コールセンター

第２回のまちゼミにも参加、
バルーン教室を開催

地域活性化が
私たちの使命です

私たちはできる
"YES I CAN"

社是

Information

株式会社 スキット
代表取締役社長 山田  義治
設立／平成12年12月
所在地／宇都宮市清住2-5-10
☎ 028-688-0760
5 028-688-0761
http://www.schit.co.jp

株式会社スキット
代表取締役社長 山田義治氏（右）

代表取締役専務 長谷川真也氏（左）

45回第
株式会社
スキット

｢
社
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　今月号の巻頭特集では、多文化対応と地域活
性化について、６ページにわたって取り上げま
した。
　「インバウンド」という言葉がメディアで取り
上げられるようになって久しいですが、これまで「多言語
化」対応が主になっていたように感じます。今回の巻頭特
集の取材を通じて、文化の違いを理解し、「多文化対応」す
ることが重要だと改めて感じました。

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　MITO

5月
May

MAEBASHI

商
工
会
議
所
の
活
用
レ
シ
ピ

Recipe

23 May 2017 22

問合せ

宇
都
宮
市 

商
工
振
興
課 

商
工
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
4
3
4

　

平
成
28
年
4
月
に
前
橋
文
学
館

館
長
に
就
任
し
た
萩
原
朔
美
は
、

映
像
作
家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
写

真
家
、
演
出
家
、
俳
優
な
ど
の
経

歴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
館
長
就
任

１
周
年
記
念
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

制
作
に
携
わ
っ
た
様
々
な
領
域
か

ら
、
映
像
、
エ
ッ
セ
イ
、
雑
誌
、

装
幀
、
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
・
写
真
を

展
示
し
ま
す
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
6
月
3
日（
土
）に
写
真
評

論
家
・
き
の
こ
文
学
研
究
家
の
飯

沢
耕
太
郎
氏
と
の
対
談「
時
間
を

生
け
捕
る
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
5
月
14
日（
日
）に
は
、

前
橋
テ
ル
サ
に
て
第
45
回
朔
太
郎

　

第
２
回
水
戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ

ン
が
10
月
29
日（
日
）に
開
催
決
定

と
な
り
ま
し
た
。
中
心
市
街
地
の

ほ
か
、
日
本
三
名
園
の
一
つ
で
あ

る「
偕
楽
園
」、
風
光
明
媚
な
千
波

湖
な
ど
、
歴
史
あ
る
水
戸
の
市
街

地
を
走
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
沿

道
で
は
、
多
く
の
水
戸
市
民
が
ラ

ン
ナ
ー
を
お
出
迎
え
し
、
温
か
い

応
援
で
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

参
加
賞
と
し
て
も
れ
な
く
大
会
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る
ほ

か
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
者
に
は

水
戸
徳
川
家
家
紋
入
り
メ
ダ
ル
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
貴
重
な
特
典
も

あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

忌「
ど
こ
が
ヤ
バ
イ
の
？
朔
太
郎
」

が
開
催
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ア
タ
ー
（
朗
読

劇
）が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
細
は
、

前
橋
文
学
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

よ
る
受
付
は
6
月
30
日
ま
で
。
前

夜
祭
で
は
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

第２回 水戸黄門漫遊マラソン 前橋文学館企画展「萩原朔美の仕事展 vol.1」

水戸黄門漫遊マラソン実行委員会事務局（水戸市市民協働部スポーツ課内）
〒310-0914 茨城県水戸市小吹町2058-1 ☎029-303-7808

（月〜金／10：00〜17：00 祝日を除く）
mail ： info@mitokomon-manyu-marathon.com

HP ： https://mitokomon-manyu-marathon.com/

前橋文学館企画展「萩原朔美の仕事展 vol.1」
会  期／2017年4月15日(土)～7月2日(日)

会  場／前橋文学館（前橋市千代田町3-12-10）　時  間／午前9:00～午後5:00　
観覧料／無料　休館日／毎週水曜日（ただし５月３日は開館します）

問合せ／☎027-235-8011（前橋文学館）
URL／http://www.maebashibungakukan.jp

第18回
と
入
る
サ
イ
ズ
に
し
て
、
ど
こ
に
で
も
持

ち
歩
い
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
時
に
は
す

ぐ
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
名
店
案
内
や
宿
泊
情
報
、
公
共

交
通
路
線
や
時
刻
表
、
タ
ク
シ
ー
の
連
絡

先
、
そ
れ
に
観
光
や
生
活
に
役
立
つ
情
報

な
ど
を
掲
載
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
宇
都

宮
の
歴
史
や
名
所
旧
跡
、
ジ
ャ
ズ
や
カ
ク
テ

ル
、
餃
子
な
ど
宇
都
宮
を
象
徴
す
る
こ
と
・

も
の
の
紹
介
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

始
め
た
時
に
は
「
５
年
は
続
け
よ
う
」

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
倍
、

10
年
続
き
ま
し
た
。春
が
近
く
な
る
と「
ま

だ
出
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
問
合
せ
も
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
、
あ
り
が
た
い
気
持
ち

で
いっ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
で
き
る

限
り
続
け
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
は
な
か
な
か
つ
な
が
り
ま
せ
ん

が
、
地
道
な
社
会
貢
献
も
私
ど
も
㈱
太

陽
警
備
保
障
の
重
要
な
仕
事
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

私
ど
も
で
は
10
年
前
か
ら
毎
年
春
に
、

宇
都
宮
市
を
紹
介
す
る
実
用
的
な
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
定
期
的
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
タ

イ
ト
ル
は
こ
れ
ま
で
『
宇
都
宮
お
も
て
な

し
い
ろ
い
ろ
ガ
イ
ド
』
で
し
た
が
、
最
新
の

10
号
か
ら
『
宇
都
宮
は
お
も
て
な
し
の
街

い
ろ
い
ろ
ガ
イ
ド
』
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。

　

も
と
も
と
は
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
が

「
お
も
て
な
し
」
に
力
を
入
れ
始
め
た
頃
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
あ
る
だ
ろ
う

か
と
考
え
た
こ
と
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
ヒ
ン
ト
に
は
宇
都
宮
商

工
会
議
所
が
関
わ
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
１
号
目
か
ら
現
在
ま
で
、

配
布
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、
力
を
お
借

り
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
１
冊
で
必
要
な
情
報
が
す
べ
て

ま
か
な
え
る
よ
う
な
、
宇
都
宮
市
に
つい
て

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
「
そ
れ
な
ら
ば
私
ど
も
で
出
し
て
、

皆
様
の
お
役
に
立
と
う
」
と
考
え
、
編
集

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

方
々
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
ゼ
ロ
か
ら
作

り
上
げ
た
の
で
す
。

サ
イ
ズ
も
、
ポ
ケ
ッ

ト
や
バ
ッ
グ
に
す
っ

宇
都
宮
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
出
版
し
て
10
年

㈱太陽警備保障 代表取締役  髙山實さん

５月発行の10号から
タイトルも変わって、さらに魅力アップ

株式会社太陽警備保障
代表取締役　髙山　實

本社／宇都宮市鶴田町１９６１
☎028-648-1138
5028-648-7695

問合せ

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局

☎
０
３-

３
５
８
１-

５
４
８
１

（
独
占
禁
止
法
）

☎
０
３-

３
５
８
１-

3
3
7
5

（
下
請
法
）

☎
０
３-

３
５
８
１-

３
３
７
９

（
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
）

【
助
成
の
内
容
・
条
件
】　

平
成
28
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
29
年
１

月
１
日
の
間
に
新
設
・
増
設
し
た
設
備

に
対
し
て
助
成

た
だ
し
、
１
台（
基
）あ
た
り
の
取
得
価

格
が
3
0
0
万
円
以
上
の
も
の
が
対
象

【
申
請
方
法
】　

商
工
振
興
課（
市
役
所
７
階
）に
置
い
て

申
請
書
は
宇
都
宮
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
り
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

企
業
の
規
模
に
よ
り
交
付
条
件
が
違

い
ま
す
。

税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
に
照
ら
し
て

問
題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
適
切
な
対

処
、
的
確
な
対
応
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
栃
木
県
宇
都
宮
市
本
町
９-

14 

と
ち
ぎ

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

【
相
談
員
】 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波
国
際
セ
ン

タ
ー  

中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
事
業
担

当　

小
峯

【
相
談
時
間
】  

１
時
間
程
度（
１
回
）

【
申
込
】予
約
制

【
費
用
】無
料

　

中
小
企
業
者
の
方
が
技
術
の
高
度
化
・

合
理
化
を
促
進
す
る
目
的
で
設
置
し
た

機
械
設
備
の
取
得
額
の
一
部
を
助
成
し
ま

す（
限
度
額
１
千
万
円
）。

【
対
象
業
種
】　

宇
都
宮
市
内
で
事
業
を
営
む
製
造
業
、

特
定
サ
ー
ビ
ス
業
者
で
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
中
小
企
業
者

あ
る
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
〒
３
２
０
‐
８
５

４
０ 

宇
都
宮
市
商
工
振
興
課
へ
。

【
申
請
期
間
】　

５
月
１
日（
月
）
〜

６
月
30
日（
金
）（
消
印
有
効
）

【
そ
の
他
】　

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

◎
ど
ん
な
情
報
交
換
を
す
る
と
問
題
な

の
？

◎
注
文
ど
お
り
な
の
に
、
取
引
先
か
ら

返
品
さ
れ
た
！　

下
請
法
に
違
反
じ
ゃ
な

い
の
？

◎
取
引
先
が
消
費
税
の
転
嫁
を
拒
否
し

て
い
る
。
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置

法
に
違
反
じ
ゃ
な
い
の
？

　

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う

な
独
占
禁
止
法
、
下
請
法
お
よ
び
消
費

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波
で
は
、「
O
D
A
を
活

用
し
た
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
事
業
」

な
ど
の
民
間
連
携
事
業
を
栃
木
県
内
の

企
業
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
く
、
宇
都
宮

市
に
て
無
料
出
張
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
開
発
途
上
国
へ
の
海
外
展
開
を

ご
検
討
の
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
の
ご
相

談
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
開
設
日
時
】　

５
月
24
日（
水
）、
６
月
14
日（
水
）

※
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

10
時
〜
17
時（
原
則
）

【
場
所
】　　
　

公
益
財
団
法
人
栃
木
県
国
際
交
流
協
会

宇
都
宮
市
商
工
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
正
取
引
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構  

筑
波
国
際
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

活
用
く
だ
さ
い
　
中
小
企
業
高
度
化
設
備
設
置
補
助
金

気
軽
に
相
談
　
身
近
な
窓
口

〜
独
占
禁
止
法
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
〜

〝
開
発
途
上
国
に
自
社
の
製
品
・
技
術
を
広
め
る
〟

無
料
出
張
相
談
窓
口  

開
設
中
！

問合せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波

研
修
業
務
・
市
民
参
加
協
力
課

担
当　

小
峯
（
こ
み
ね
）

☎
0
2
9-

8
3
8-

1
1
1
7

5
0
2
9-

8
3
8-

1
7
7
6

E-m
ail: K

om
ine.K

enji@
jica.go.jp
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